
スタッフごとに効果に差がでてしまう訓練で
は質が高いサービスとは言えません。
Keeogoを使用することで新人でもベテランと
同じ質と量を提供できます。スタッフの経験
が浅い、担当者が休みの日の代行など、担当
セラピストが実施する訓練の違いや技術の差
もよくある苦情の一つです。Keeogoなら質を
維持した訓練が行えます。

再現性の高い訓練ができる

Keeogo導入の4つのメリット

歩行訓練機器は多く開発されており、関心
の高い製品です。しかし、装着に時間がか
かること、機器で行える運動の選択肢が少
ない課題があります。
Keeogoは、装着に10分、脱着に1分と圧倒的
に早く簡便です。また、Keeogoはサポート
する動きの制限が圧倒的に少ないため1台で
様々な活動を可能にします。

他の機器との圧倒的な違い

退院に向けて実践的な訓練を取り入れていく
ときは、転倒リスクにも気をくばらなければ
いけません。Keeogoは患者様の体を支える機
能を持つため、安全に訓練を進めることがで
きます。例えば2人介助で行っていることも1
人でできるため、スタッフ運用が効率的にな
ります。
装着型のため屋外使用もできます。

転倒リスクを軽減します

Keeogoによる「再現性のある訓練」「AI機
器の導入」「安全で実践的な訓練」は早期
在宅復帰を目指して積極的に訓練を実施で
きるため回復期病院にとって大きなメリッ
トがあると共に、病院としての患者様向け
ブランディングも生み出すことができます。
更には、海外で活用される最新機器の存在
はスタッフ採用にも寄与します。

他院との差別化

施設の方へ

AI搭載下肢装着型ﾓﾋﾞﾘﾃｨ・ｽｰﾂKeeogo
リハビリ×施設の強み×Keeogo（キオーゴ）

が生み出す新たな可能性



Keeogoをお勧めする理由

導入施設様への特別なご案内

導入サポート

退院後もKeeogoをご希
望する場合は、地域の
Keeogoトレーナーが引
き継ぐことが可能です。
導入施設様の患者様を
優先的に対応いたしま
す。

年度ごとに新入職員様
に向けて研修を行い、
施設内での伝達講習の
手間をなくします 。
開催時期は、施設様の
ご希望に合わせて行い
ます。

Keeogo導入の際は使用
方法の講習のほか、使
い方や対象疾患につい
てのご相談など、不明
なことがあればすぐに
対応いたします。

講習期間：7時間

Keeogoは米国、カナダ、EU、台湾の医療機器認定を取得済です。日本には福祉用具として輸
入しているため加算対象にはなりませんが、それでもお勧めするには理由があります。

①新人セラピストが熟練セラピストに匹敵する訓練ができる
回復期病院の主戦力は20代の若手です。その彼らでもベテランのような働きができることで、
コスト回収が見込まれます。安全確保のために従来は2人介助で行っていたトレーニングがセ
ラピスト1人で行えるようになることなど、運営コスト面にも寄与します。

②自宅に退院するためにはリハ室外及び高難易度の訓練が必須
介助を極力減らしたトイレ動作や屋内外での応用歩行は自宅退院のためには欠かせません。
Keeogoがあれば、これらの生活動作練習を安全かつ積極的に行うことができます。その結果、
退院時ADLの改善や在宅復帰率の向上が見込まれます。

Keeogo対象疾患

Keeogoは身長150㎝以上
どちらか一足を1歩前に踏み出せる方が対象です。
カナダのデータに基づく効果が期待される疾患は下記です。
・脳血管疾患
・神経難病疾患（パーキンソン病、脊髄小脳変性症など）
・骨関節系（脊柱管狭窄症、下位脊髄損傷、膝股関節各種手術後など）

研修サポート 退院後サポート


